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本計画では 2040 年のめざすべき都市の将来像イメージに据

え、市民全員で本市の強みを生かしながら、高齢化が進んでも

誰もが安心して住み続けられるまちづくりを一歩一歩進めて

いきます。 
 

 

 
①健康寿命の延伸、重度化防止に向けた取り組みの推進 

いくつになっても心身ともに自立し、健やかで質の高い
生活を送ることができる。（健康寿命の延伸） 

②高齢者の尊厳に配慮したケア対策の推進 
高齢者の尊厳と人権が尊重され、また、認知症になっても
希望をもって日常生活を過ごせる。 

③地域におけるネットワークの構築 
多様な機関・団体等がつながり、密に連携しながら高齢者
を支える体制があり、高齢になっても住み慣れた地域で
自分らしく生活することができる。 

④生きがい・安心のある暮らしの実現 
高齢者一人ひとりの「興味」「関心」「意欲」に応じた様々
な場や機会が充実し、高齢者が生きがいをもって生活し
ている。 

⑤介護サービスの質の向上と介護保険事業の適正な運営 
要介護状態等になっても、高齢者一人ひとりの生活実態
に沿った、ケアマネジメントやサービスを受けることが
できる。 


